























２） Adelheid von Saldern, ”Von der ”guten Stube“ zur ”guten Wohnung“. Zur
Geschichte des Wohnens in der Bundesrepublik Deutschland“, in: Archiv für























































”Solidarität der Not. Flüchtlingsintegration und Wohnungsbau für ”breite
Schichten“ im Wiederaufbau der Bundesrepbrik“, in: Tilman Harlander u. Gerd
Kuhn (Hg.), Soziale Mischung in der Stadt. Case Studies-Wohnungspolitik in









研究所 (Institute für Bauforschung)」，シュツットガルトの「建設・居住につ














４） Hermann Wandersleb (Hg.), Neuer Wohnbau, Band 2 (Durchführung von
Versuchssiedlungen. Ergebnisse und Erkenntnisse für heute und morgen. Von
ECA bis Interbau), Ravensburg 1958, hier, S. 177.
５） Erstes Wohnungsbaugesetz (BGBl Teil 1, Nr. 16, vom 26. 4. 1950, S. 84).
６） Neuer Wohnbau, Bd. 2, S. 14.
７） 建設研究，「試行・比較のための建設事業」については Neuer Wohnbau, Bd.
2, S. 178f による。
８） Neuer Wohnbau, Bd. 2, S. 203．
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備・建設・都市計画省 (Bundesministerium für Raumordnung, Bauwesen und






９） Marie-Laure Djelic, Exporting the American model, The Postwar
transformation of European business, Oxford University Press 1998, p. 196.
１０） Neuer Wohnbau, Bd. 2, S. 8.
１１） Hermann Wandersleb (Hg.), Neuer Wohnbau, Band 1 (Bauplanung. Neue



























１２） Neuer Wohnbau, Bd. 1, S. 61, S. 65 und S. 71.
１３） Neuer Wohnbau, Bd. 1, S. 83-90.
１４） Wolfgang Glatzer, Wohnungsversorgung im Wohlfahrtsstaat. Objektive und
subjektive Indikatoren zur Wohlfahrtsentwicklung in der Bundesrepublik
Deutschland, Frankfurt am Main 1980, S. 95.
１５） Neuer Wohnbau, Bd. 1, S. 84.
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ため，合計数は６１を超えている (Neuer Wohnbau, Bd. 1, S. 61, S. 65 u. S. 71)。
１７） Neuer Wohnbau, Bd. 1, S. 84f.
１８） Neuer Wohnbau, Bd. 1, S. 86.


























２０） Grete Uhland u. Hilde Deist (Bundesforschungsanstalt für Hauswirtschaft),
Untersuchungen über die Einrichtung von Küchen für den Sozialen Wohnungs-




























２１） Stadtarchiv Stuttgart（以下，StA）Stuttgart: 6124-207.
























































２３） E. Stübler (Bundesforschungsanstalt für Hauswirtschaft), Nutzungsunter-
suchungen in innenliegenden Küchen (Veröffentlichungen der Forschungs-






















Wildt, ,,Techinik, Kompetenz, Modernität. Amerika als zweispältiges Vorbild
für die Arbeit in der Küche, 1920-1960“, in: Alf Lüdtke, Inge Marßolek u.
Adelheid von Saldern (Hg.), Amerikanisierung. Traum und Alptraum im





２５） Merith Niehuss, Familie, Frau und Gesellschaft. Studien zur Strukturgeschichte
der Familie in Westdeutschland 1945-1960, Göttingen 2001, hier S. 224. １９６５
年には１３歳以上の女性全体に占める就業女性の割合は３８．１％であり，１９５７
年の割合（３９．３％）を下回っている。
２６） Neuer Wohnbau, Bd. 2, S. 69.
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益的住宅組織全国連盟 (Gesamtverband gemeinnütziger Wohnungsunternehmen
e.V.)」の雑誌『快適に住む (Gut Wohnen)』にて「社会における共生のモデ
ルケース」として評価され，シュツットガルト市内の優秀な建築物に与え









２７） Walter Müller, Angelika Willms u. Johann Handl, Strukturwandel der Frauen-
arbeit 1880-1980, Frankfurt am Main 1983, hier S. 96. 家政婦の割合は１９２５
年は約１３％，１９３５年は１１～１２％，１９４６年は約１１％，１９６０年は約６％とな
っている。
２８） Gut Wohnen, 1972, Heft 6.

























































３０） StA Stuttgart: 8012-63 Band 2.
３１） StA Stuttgart: 8012-63 Band 2.
３２） StA Stuttgart: 8012-63 Band 2.




























３４） StA Stuttgart: 50/1-12, S. 17f.

























３６） Gesetz über den Abbau der Wohnungszwangswirtschaft und über ein soziales























































４０） Stuttgarter Zeitung vom 3. 3. 1967 u. vom 15. 3. 1967. 解除延期の申請は州
政府で却下された (Stuttgarter Nachrichten, vom 29. 6. 1967)。
４１） 住宅政策と政党の政策との関係については Günther Schulz, ”Wohnungs-
politik und Wirtschaftsordnung: Die Auseinandersetzungen um die Integration
der Wohnungspolitik in die Marktwirtschaft (1945-1960)“, in: Dietmar Petzina
(Hg.), Ordnungspolitische Weichenstellungen nach dem Zweiten Weltkrieg,
Bonn 1991.
４２） Gesamtverb. and der gemeinnützigen Wohnungsunternehmen (Hg.), Jahrbuch
der gemeinnützigen Wohnungswirtschaft, 1959-60, S. 77; Gesamtverband der
gemeinnützigen Wohnungsunternehmen (Hg.), Allgemeiner Deutscher Bauvere-
instag, München 1960. Wohnungswirtschaft und Marktwirtschaft. Aufgaben der
Wohnungsunternehmen, Berlin 1957. Städtebau durch Wohnungsunternehmen.

























４３） Allgemeiner Deutscher Bauvereinigung.
４４） 黒川洋行『ドイツ社会的市場経済の理論と政策』関東学院大学出版会，２０１３
年，１頁。






























４６） Gesetz über den Abbau der Wohnungszwangswirtschaft und über ein soziales
Miet- und Wohnrecht (BGBl., 1960, Nr. 30 vom 29. 6. 1960, S．３９０ u. S.
397).
４７） Allgemeiner Deutscher Bauvereinstag (Hg.), S.149.
４８） Allgemeiner Deutscher Bauvereinstag (Hg.), S.80f.
























５０） Gesamverband der gemeinnützigen Wohnungsunternehmen (Hg.), Die gemein-
nützige Wohnungswirtschaft: Jahrbuch, 1961-62, S. 91-95; 1966-67, S. 31-34;
1967-68 S. 27-29.
５１） Allgemeiner Deutscher Bauvereinstag, S. 8.
５２） StA Stuttgart: 8012-62, Band 2.
５３） 大場「ドイツの住宅政策」，１２０頁。
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規模団地の施主の多くは非営利住宅組織であった。そのため，居住水準の
向上に取り組む，という１９６０年の非営利住宅組織の全国連盟の決意は，
市当局や市議会における住宅論議にも影響を与えた。第２章で明らかにし
たように，市当局・市議会での住宅論議では，１９６０年以降，一般住宅の
質の向上が重要な論点となるのである。
４． むすびにかえて
本稿では，第二次世界大戦後西ドイツの住宅建設助成政策「社会的住宅
建設」において，居住水準の向上がどのように図られたのか，という点を，
他の住宅政策的措置と関連づけながら，また，台所や間取りに着目しなが
ら分析し，以下の点を明らかにした。
住宅の質の向上は１９５０年代にすでに連邦レベルで図られた。モデル団
地事業がアメリカや西ドイツ連邦政府により助成される形で実施され，そ
の実践を社会的住宅建設に生かすための分析・調査も行なわれたのである。
また，研究機関も連邦政府から助成金を受け，一般住宅の質の向上を目的
に研究を行った。例えば，西ドイツの主要研究機関のひとつである FBW
は，社会的住宅建設における台所の設置のあり方について調査している。
シュツットガルト市を本拠地としていた FBW の研究活動は１９５０年代に
すでに本格化していたが，シュツットガルト市の市議会・市当局において
一般住宅の質が議論されるのは，１９６０年代に入ってからである。１９６０年
代，市議会の常設委員会では社会住宅の間取りのあり方が議論され，会議
に同席した FBW の専門家の見解が議論の流れを左右した。また，市議
会での議論の内容が研究機関のその後の研究課題となることもあった。こ
のように，シュツットガルトでは，研究機関での研究という実験サイドと，
社会的住宅建設という現場とが，互いに影響を与え合う形で住宅の質の向
上が図られた。
住宅建設の標準化や間取りの均質化・標準化という当時の潮流に着目す
第二次大戦後西ドイツにおける居住水準の向上と住宅政策
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ると，社会的住宅建設とモデル団地事業・建設研究とが互いに関連し合っ
て住宅の質の向上が図られたことにより，標準化・均質化はさらに促進さ
れただろう。その一方で，シュツットガルト市では，１９６０年代後半に
「多目的部屋」によって間取りの標準化・画一化という潮流から逸脱する
ような試みもなされた。
社会的住宅建設と他の住宅政策的措置との関連について，本稿では，
「住宅統制経済」の解除が，社会住宅の質に関する議論を促した可能性に
ついても検討した。１９６０年まで，西ドイツでは住宅政策の一環として家
賃規制が敷かれ，人々はそれを「住宅統制経済」と呼んだ。１９６０年に「住
宅統制経済」が解除されたことが，住宅の質についての地方自治体レベル
での論議を活発化させた点が，シュツットガルトの事例から明らかになっ
た。「住宅統制経済」解除という流れと市レベルでの住宅論議の活発化と
いう流れを結び付けたのは，社会的住宅建設の施主になることも多かった
非営利組織の全国組織であった。この組織は「住宅統制経済」解除に肯定
的であり，民間住宅との競争激化を意識していた。そのような姿勢が，市
当局・市議会の住宅論議に影響を与えたと推測される。
このように，社会的住宅建設のもとでの住宅の質の向上は，一方では住
宅政策の本格化と並行して図られ，他方では住宅政策的措置の終焉に応じ
る形で図られた。つまり，一方ではモデル住宅建設事業や建設研究への公
的助成と，他方では「住宅統制経済」の解除と，並行していたのである。
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